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第１学年２組 生活科学習指導案
日 時 平成25年10月３日(木)10:05～10:50

場 所 附属小１年１組・２組教室
指導者 豆田 幸彦

本授業の主張点
「おこなう」過程で特に関わりたい対象によりよく関わり続けるために，他者からの反応を

基にその後の活動を考える「のびっこタイム」を設けます。今回は，幼稚園の年長児と一緒に

遊び，その反応を基に活動をよりよくしようと考える児童の姿をお見せします。

１ 単元名 ドキドキにこにこ「あそびワールド」

２ 単元の目標
自分がこれまでに体験してきた遊びを基に，たくさんの人と楽しく遊ぶことができる方法

を考え，遊びや遊びに使う物を作るおもしろさや，友達や幼稚園児と一緒に遊ぶ楽しさにつ
いて気付き，これからさらに意欲的に人や遊びに関わろうとすることができる。

３ 評価規準【学力デザイン レベル２より】
生活への関心・意欲・態度 活動や体験についての思考・表現 身近な環境や自分についての気付き

遊びに関心をもち，友達 友達や幼稚園児と関わりなが 友達や幼稚園児と一緒に遊ん
や幼稚園児と関わりながら ら遊びや遊ぶ物作りを通して考 だり，遊ぶ物を作ったりするこ

遊びや遊ぶ物を作ろうとし えたことや思ったことを素直に とができた自分や遊びの楽しさ

ている。 表現している。 に気付いている。

４ 単元とその指導
(1) 児童の実態

本学級の児童は，休み時間に友達と活発に遊ぶことが多い。入学当初は，一人でお絵かき
や，兄姉やその友達である上級生との遊びが多かったが，次第にお互いにうち解け一緒にボ

ール遊びや遊具遊び，「だるまさんがころんだ」「こおりおに」等の友達と関わる遊びが増え

てきている。また，季節的な要因や生活科の学習でのつながりから虫取りを行う姿も見られ
る。そこでは，一人で行ったり，友達と一緒に行ったりする姿が見られる。

夏休み前の，「なつ」に関するウェビングでは，「おまつり」「おばけやしき」「たからさが

し」「ビーだま」「けんだま」等から，お祭りに関する楽しい遊びに興味がある様子が分かっ
た。夏休み中も様々なお祭りに参加し，楽しんでいる様子が絵日記等からうかがえた。また，

日頃の遊びの様子からは，外で元気に遊ぶことが多いが，雨の日の遊びでは，「かごめかご

め」や「はないちもんめ」「かるたあそび」等の友達と関わる遊びを好む児童が多い。中に
は「おえかき」や「ぬりえ」等一人遊びを好む児童がいるが，よく見てみると複数の友達と

一緒になって活動し，見せ合いながら人と関わろうとする姿がある。

これらのことから，児童は，遊ぶことや人と遊びを通して関わることへの興味・関心は高
いと考える。しかし，遊びの内容で，決まった遊びを続け，自分たちでルールを決めたり，

新しい遊びをつくり上げたりする様子はあまり見られない。自分たちの生活を豊かにするた

めに，自分たちでルールを考えたり新たに遊びを考えたりすることは意義あることと考える。
さらに，入学して半年以上たったこの時期，自分が活動したい事柄を決めることはほとん

どの児童ができるようになっている。また，活動への見通しも，単元の導入で位置付けてい

る「試しの活動」によって少しずつもつことができるようになってきている。これらは，自
分で楽しみたい遊びを決め，見通しをもって活動が始められることにつながると考える。

(2) 単元設定の理由

本単元は，学習指導要領の内容(8)を中心として単元を設定している。これは，学習指導要
領の改訂によって新たに盛り込まれた内容であり，生活科の内容構成において，「自らの生

活を豊かにしていくために低学年の時期に体験させておきたい活動に関する内容」である。

また，内容(3)も加味しており，自分の身の回りの地域としての「附属幼稚園」年長児と交流
することで，お互いに親しみや愛着をもって生活を送ることができると考える。

ここでは，幼稚園の年長児と一緒に楽しむことができる遊びを考え，遊びを通して交流す

ることを中心に活動を仕組む。主な活動としては，「まとあて」や「だるまさんがころんだ」
等，物を使ったり物を使わずに遊んだりするような様々な楽しみ方ができると考える。
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また，本単元では，遊んだり遊ぶ物を作ったりする活動中や活動後に，友達や幼稚園児等，
人との関わりをもつことができると考える。

これらのことは，学力デザインの「対象を見つける力」の中のレベル２「身の回りに存在

する人やもの，事柄の中から思いや願いをもつことができる対象を見つけることができる」
や「対象を取捨選択する力」のレベル２「身の回りにあるいくつかの対象の中から，自分が

関わりたい対象を選ぶことができる」へとつながると考える。そして，身の回りの対象とし

て，遊びは数多くあり，その上，様々な遊び方を考えることができることから，本研究の視
点における，「活動の深まりや広がり」が期待できる単元であると考える。

(3) 指導上の着眼点

まず，「であう」過程でそれぞれの児童が楽しみたい思い思いの活動を試す「おためしタ
イム」を設ける。できそうな遊びについて，試しの活動の時間を複数回位置づけ，自分の生

活経験や興味・関心について考えるきっかけとしたい。そして，「みとおす」過程で，これ

から特に取り組んでいきたい遊びへと絞り込んでいくようにすると共に，幼稚園児を迎えて
一緒に遊ぶという目的を知らせることで，これから行う自分の活動への見通しをもたせてい

くようにする。

次に，「おこなう」過程で，幼稚園児と一緒に遊ぶことを念頭に置き，特に興味・関心を
もった活動に取り組むようにする。自分の思いや願いを明確にし，意識することで活動をよ

り主体的なものとしていきたい。また，幼稚園児と一緒に活動することにより，一緒に遊ぶ

楽しさや，自分が考えた遊びや遊ぶ物等のよさを味わわせたい。
そして，最後に「ひらく」過程では，活動を振り返り，分かったことやよかったこと等を

お互いに伝え合うことを通して，友達や幼稚園児とふれあう楽しさ，取り組みたいことを決

めたり考えた活動ができたりした自分のよさについて気付かせたい。また，この単元の後に
さらに幼稚園児と関わりたいことや遊びたい遊びを決め，これからの交流や学校生活を楽し

くしていこうとする意欲をもたせていきたい。

５ 指導計画（全13時間） ※ は，視点に関わる部分

過 時 主な学習活動（○）と
教師の主な働きかけ（□）

評価の重点
程 配 予想される児童の主な反応（・） （主な評価資料）

○ 室内で楽しめる遊びについて，自 □ これまでの経験を基に，これ 関心・意欲

分がしたことがある遊び等を想起し， までの楽しい遊びをを思い起こ ・態度①
友達と一緒に遊んだり，身近にある させるようにする。 （活動の様子・おため

ものを使って遊んだりする。 □ 必要に応じて，身近にあるも しマップ）

１ （おためしタイム：ステップ①） のを使って加工したり工夫した
・「はないちもんめ」で遊んだとき りしながらの活動を促す。

楽しかったよ。 □ 試したことを「おためしマッ

・お祭りみたいに的当てが楽しいよ。 プ」に記録させ，「みとおす」
・ボーリングゲームが好きだなあ。 過程に生かせるようにする。

○ 物を作ったり使ったりしない遊び □ おためしタイム：ステップ① 関心・意欲
を試してみる。 で楽しいと感じた遊びや，友達 ・態度②

で （おためしタイム：ステップ②－１） から教えてもらった遊び等，物 （活動の様子・おため

あ ・手遊び歌だと楽しいかな。 を使わないで楽しめる遊びを試 しマップ）
う ２ ・「だるまさんがころんだ」をして してみるよう促す。

みようかな。 □ 「みとおす」過程での活動に

・「ジャンボじゃんけん」も楽しか 生かせるように，試したことを
ったね。してみようかな。 「おためしマップ」に記録させ

・指遊びで楽しめそうだよ。 ておく。

○ 物を作ったり使ったりする遊びを □ 遊ぶコーナーと遊ぶ物を作る 関心・意欲
試してみる。 コーナーを設け，作りながら遊 ・態度③

（おためしタイム：ステップ②－２） びを試してみるように促す。 （活動の様子・おため

３ ・的当てを作って遊ぼうかな。 □ 「みとおす」過程での活動に しマップ）
・ボーリングゲームを作ってみよう 生かせるように，試したことを

かな。ペットボトルを使おう。 「おためしマップ」に記録させ

・ビー玉迷路も，楽しめるぞ。 ておく。
○ これまでのおためしタイムを基に，□ 「おためしマップ」や「おた 思考・表現

自分が特に遊びたいことを決め，遊 めしタイム」活動時の写真等を ①
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び方や準備する物について考える。 手がかりに，これから続けたい （ワークシート）
み ４ ・けん玉を作ったり遊んだりしてみ 遊びを決めるよう促す。

と ようかな。いろいろな技ができる □ 思いや願いを自覚させるため

お といいなあ。 に，特に取り組みたいことにつ
す ・「花いちもんめ」が楽しそう。何 いての理由を問いかける。

人でも遊べるから。 □ 幼稚園児を招いて一緒に遊ぶ

・輪投げを作って遊ぼうかな。輪っ ことも含め,「あそびワールド」
かは新聞紙で作ろうかな。 を作ることを伝える。

・段ボール迷路を作りたいな。 □遊び別のグループを作らせて活

・的当てを作って遊びたいな。 動していくようにする。
○ 前時で考えた遊びをグループを作 □ グループ毎に遊びながら，楽 気付き①

５ って行う。 しい遊びを考えさせる。 （活動の様子・ワーク

・ ・どれくらい離れたところから投げ □ 友達との関わりがある，遊び シート）
６ ると面白いかな。 になるように，競争や比較等の

・迷路遊びは作るのが難しいなあ。 活動を促す言葉かけをする。

○ 幼稚園児と一緒に遊び，自分の遊 □ 幼稚園児を招待し，一緒に遊 思考・表現
７ びの改善点を踏まえ，次時の見通し びながら，その様子を記録する ②

（ を考える。 ように促す。 （活動の様子・「よし

本 ・みんな楽しそうでよかったなあ。 □ 幼稚園児と一緒にもっと楽し ・もっとカード）
時 ・まつ組さんがたくさん並んで待っ めるような「あそびワールド」）

ていたから待たせないようにした にするためにどこを改善するか

いなあ。 考えさせるようにする。
○ 前時に考えたもっと楽しい「あそ □ 材料等はできるだけ自分で用 思考・表現

びワールド」を基に，友達と相談し 意し，教師にお願いする物は事 ③

たり身の回りにある物を使ったりし 前に伝えさせておく。 （活動の様子・ワーク
８ ながら遊びを考えていく。 □ どのようにしたらみんなが楽 シート）

お ・ ・みんなが楽しめるように，的をた しめるか考え，作ったり遊んだ 気付き②

こ ９ くさん作っておくといいなあ。 りする過程で活動の楽しみ方や （活動の様子・ワーク
な ・まつ組の○○さんは，体を動かす 工夫，気付いたこと等を，ワー シート)

う 遊びが好きだったな。ケンケンで クシートに表すよう促す。

進むようにするといいかも。
○ リニューアルした遊びで，幼稚園 □ 「あそびワールド」で，幼稚 気付き③

児と再び一緒に遊ぶ。 園児が楽しいと感じるような雰 （活動の様子・ワーク

10 ・たくさん用意しておくと待つ時間 囲気作りや対応の仕方が大事な シート）
・ が少なくていいね。 ことを伝えておく。

11 ・交代をはっきりさせたのでまつ組 □ 一緒に遊びながら，幼稚園児

さんも遊び方がすぐ分かって楽し の様子も見ておくように促す。
そうだね。

○ 一緒に遊んで楽しかったことを絵 □ 絵については，自分も幼稚園 気付き④

日記に書いて紹介する。 児も入れるようにし，自分の関 （活動の様子・ワーク
・競争するようにしたら，○○さん わりがどうだったか，振り返ら シート)

12 が何度も挑戦していたよ。工夫し せるようにする。 思考・表現

てよかったなあ。 □ 絵を描きながら振り返って思 ④
・僕と同じで◇◇がすきな○○さん ったことを言葉でも表現させる （活動の様子・絵日記）

がいたよ。楽しんでくれたよ。 ようにする。

○ 単元全体を振り返り，遊びの楽し □ 「おためしマップ」やワーク 気付き⑤
いところや友達のよいところ，自分 シート，絵日記等の表現物や， （振り返りカード）

ができるようになったこと等につい 遊びに使ったものや活動時の写 関心・意欲

ひ て振り返り，これからもっと遊びた 真等を使い，単元全体の振り返 ・態度④
ら 13 いことをワークシートに書く。 りをさせるためにようにする。 （活動の様子・ワーク

く ・遊びを考えるのが上手になったよ。□ 自分ができるようになったこ シート）

・まつ組さんに優しくできたよ。 とや，分かったこと等を踏まえ
・まつ組さんともっと遊びたいな。 て，これからしてみたいと思う

・運動場でも一緒に遊びたいな。 ような，意欲を喚起する言葉か

けを行う。
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６ 本時の指導（本時７／13）
(1) 目標

幼稚園児と一緒に遊びを行い，幼稚園児の反応を基にこれからの遊びを，もっと楽しく
しようと考える。 （活動や体験についての思考・表現）

(2) 展開 ※ は，視点に関わる部分

学習活動と児童の意識 教師の働きかけ（○）と形成的評価（◆）

１ 本時のめあてを知る。 ○ これまでの活動を振り返らせながら，めあてについ
て確認する。（２組教室で行う）

かんがえたあそびで，いっしょにたのしもう（パート１）

２ 考えた遊びで，幼稚園児と一緒 ○ １組教室グループと２組教室グループにあらかじめ

に遊ぶ。 会場を分けておき，そこで年長児と一緒に活動するよ

うに設定する。
○ 一緒に活動しながら遊びについての反応をもらうた

めに「おたずね」をするように伝えておく。

○ 「よし・もっとカード」に幼稚園児が言ったことを
メモさせる。その際，幼稚園児に楽しさの度合いをシ

ールで表してもらうようにする。

３ 活動の中で，幼稚園児の反応に
ついてに「よし・もっとカード」

に書き表す。

○ 記録ができていない児童を中心に言葉かけを行い，
幼稚園児の記録を促していく。必要に応じて，教師側

から幼稚園児に問いかけ，反応を促した後,児童に記

録させるようにする。
○ 幼稚園の先生に、前もって別の「よし・もっとカー

ド」を渡しておき、考えた遊びについての感想や意見

を書いてもらうようににする。
○ 活動は時間を区切って終了する。

４ 幼稚園児の反応から，もっと楽 ○ 幼稚園児が楽しんでいた様子を確かめ，自分たちが
しくなる遊びについて考える。 が考えた遊びのよさや改善がありそうな事柄を学級全

体で確認し、今後の改善に生かすようにする。（２組

教室で行う）
○ グループで改善点について，話し合わせる。その際，

「よし・もっとカード」を基に，どのような遊びにし

たらもっと楽しくなるか，問いかけていく。

５ 次時の見通しについて確かめる。○ 次回の活動で用意する物や道具等についてもふれ，

次時の活動への見通しがもてるようにする。

ボーリングゲームを

するよ。何人と仲良

くなれるかなあ。

まつ組さんから「楽し

い」にたくさんのシール

をもらったので，うまく

いったと思うよ。

たくさんまつ組さんが来

てくれたけど，待たせた

ので，次は待たせないよ

うにしたいな。

◆幼稚園児と一緒に遊びながら，反応を記録しているか。
（活動の様子・「よし・もっとカード」）
Ａ 幼稚園児に尋ねながら記録している。
Ｂ 幼稚園児の様子を見ながら記録している。

→ 「どんなところが楽しいか」「どんなところがあま
り楽しくないか」等，尋ねて記録するように促す。

Ｃ 幼稚園児の反応について記録していない。
→ 「○○さん（幼稚園児）は楽しそうだったかな」

等，具体的な幼稚園児の反応が分かるように問いか
け，カードに記録するように促す。

魚釣りゲームを一緒にし

ようかな。まつ組さんよ

りたくさんとれるかな。

まつ組さん，ニコニコし

ていたよ。楽しかったよ

うだよ。

的当ての的をたくさん用

意すると，たくさんした

い人がいても，待たなく

てすぐにできそうだよ。


